令和４年度  (公財)日本腎臓財団  公募助成
ＣＫＤ（慢性腎臓病）病態研究助成申請書
	フリガナ
申請者氏名
	

	
	

	申請者職種
	 

	申請者
所属機関
（※正式名称をご記入下さい）
	所属区分
	１．病院・クリニック　  ２．大学・大学病院    ３．研究機関　
（該当する番号に○をつけて下さい）

	
	所属機関名
	

	
	部署・部局名
	

	
	職　名
	

	所属機関
所在地
	〒


	
	TEL
	FAX

	
	e-mail

	所属長
（同一の診療科からの応募は１件のみ可）
	ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名

	署 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	
	所属機関名
	

	
	部署・部局名
	

	
	職　名
	

	研究課題名
（40字以内）
	

	対象となる研究に
✔をつけて下さい
	[image: image1.wmf]腎性貧血に関する研究

　　　 [image: image2.wmf]腎性骨症に関する研究

 

	対象となる分野に
✔をつけて下さい
	[image: image3.wmf]基

礎

 　　　[image: image4.wmf]臨

床



	助 成 申 請 額
	円（※収支計画書の収入合計（１）の金額を記入してください）


【収支予算書】（提出用）
（助成金の使用期間は令和４年１２月１日～令和６年３月３１日まで。）
※次ページの記入例を参考にご記入下さい。
＜収入の部＞
	項目
	予算額
	使途説明・内訳

	助成金
	
	（公財）日本腎臓財団 ＣＫＤ（慢性腎臓病）病態研究助成 助成金

	収入合計（１）
	円
	


＜支出の部＞
	項目
	予算額
	使途説明・内訳

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	
	
	

	支出合計（２）
	円
	


※収入合計（１）－支出合計（２）＝0円となるようにご記入ください。
	【収支予算書】（記入例）
＜記入上の注意＞
1. 使途説明・内訳欄には、予算額の使途説明と詳細な積算内訳（品名・単価・個数等）をご記入下さい。
2. 収入合計（１）－支出合計（２）＝０円になるように作成して下さい。　
3. 助成金は、研究に直接関係する経費に限って使用を認めます。
4. 助成申請書の収支予算書に記載されたもの以外の使用については原則認められません。
5. パソコン関連費用（パソコン、プリンタ、ＨＤ等の機器類、基本的なソフトウェア）の購入は認められません。
6. 助成金全額を研究費としてご使用頂くため、所属機関の一般管理費、間接経費（オーバーヘッド）に関しましては免除頂きますようお願い申し上げます。免除が認められない場合のみ、収支予算に記載して下さい。
7. 学会参加費用（会場費）は助成額の１割未満までとします。（但し、学会年会費、学会関連旅費は不可とします。）
8. 研究報告書の未提出、不適切な使用が認められた場合には返還を求めることもあります。
＜収入の部＞
項目
予算額
使途説明・内訳
助成金
　930,000円
（公財）日本腎臓財団 ＣＫＤ（慢性腎臓病）病態研究助成 助成金
収入合計（１）
　930,000円
＜支出の部＞
項目
予算額
使途説明・内訳
○○○試薬購入費
500,000円
○○に使用のため
　○○○試薬20,000円×10
　△△△試薬30,000円×10
実験用消耗品費
150,000円
○○に使用のため
検査キット5,000円×10
ゴム手袋5,000円×10
チューブ5,000円×10
解析費
　　　100,000円
○○の解析を行うため
10,000円×10
測定費
50,000円
○○○測定のため
　5,000円×10
諸謝金
100,000円
研究協力者諸謝金のため
10,000円×10人
印刷費
　　　10,000円
○○を印刷するため
　1,000円×10部
通信費
10,000円　　　 
○○を○○へ発送するため
1,000円×10部
学会参加費
10,000円
本研究に関して○○学会に参加予定のため
支出合計（２）
　930,000円
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